
平成 30 年 5月 1日 

H30 センサスに伴う COBRIS の改良について 

 
平成 30 年度建設副産物実態調査（H30 センサス）の改定に伴い、COBRIS の改良を行いました。 
改良の主な内容は以下の通りです。 
 
1 データ登録時の、画面・項目・コードの追加・変更・削除等 

① 工事概要において、「法人番号」の項目を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 工事概要において、「震災関連」欄の削除 

③ 建設資材利用・建設副産物搬出において、利用量の有効桁数の変更 

改良前 改良後 

入力可能最小値 ： 0.1 

※小数点第一位まで入力可能 

入力可能最小値 ： 0.001 

※小数点第三位まで入力可能 

④ 「塩化ビニル管・継手」「廃塩化ビニル管・継手」の単位が「kg」から「トン」に変更されました 

⑤ 「アスファルト混合物」の名称が「アスファルト・コンクリート」に変更されました 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥ コンクリートの小分類コードを変更・廃止しました 

改良前 仮コード 改良後 

5.再生生コン（その他の Co 再生骨材） （旧）再生コ（他） 廃止 

6.再生生コン（Co 再生骨材以外の再生材） （旧）再生コ（外） 廃止 

7.無筋コンクリート二次製品 （旧）無筋 廃止 

－ → 5.再生生コン（その他再生材） 

－ → 6.無筋コンクリート二次製品（バージン骨材） 

－ → 7.無筋コンクリート二次製品（リユース品） 

－ → 8.再生無筋コンクリート二次製品（Co 再生骨材） 

－ → 9.再生無筋コンクリート二次製品（その他再生材） 

8.その他 → 10.その他 

 

⑦ コンクリート及び鉄の小分類コードを変更・廃止しました 

改良前 仮コード 改良後 

1.有筋コンクリート二次製品 （旧）有筋 廃止 

－ → 1.有筋コンクリート二次製品（バージン骨材） 

－ → 2.有筋コンクリート二次製品（リユース品） 

－ → 3.再生有筋コンクリート二次製品（Co 再生骨材） 

－ → 4.再生有筋コンクリート二次製品（その他再生材） 

2.その他 → 5.その他 

 

⑧ 搬出先種類コード（建設廃棄物用）を変更・廃止しました 

改良前 仮コード 改良後 

10.その他の処分 （旧）他 廃止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑨ 搬出先種類コード（建設発生土用）を変更・廃止しました 

改良前 仮コード 改良後 

5.土質改良プラント（再利用先工事が未決定） （旧）改プラ（未） 廃止 

8.予定地 （旧）予定地 廃止 

13.建設発生土受入地（農地受入） （旧）受入（農） 廃止 

14.建設発生土受入地（民間土捨場、残土処分場） （旧）受入（民） 廃止 

－ → 4.土質改良プラント 

－ → 

5.工事予定地・仮置場・ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ（再利用の目的

がある場合） 

 

－ → 

6.工事予定地・仮置場・ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ（再利用の目的

がない場合） 

 

9.採石場、砂利採取跡地等復旧事業 → 7.採石場、砂利採取跡地等復旧事業 

10.廃棄物最終処分場（覆土としての受入） → 8.廃棄物最終処分場（覆土としての受入） 

11.廃棄物最終処分場（覆土以外の受入） → 9.廃棄物最終処分場（覆土以外の受入） 

12.建設発生土受入地（公共事業の土捨場） → 10.土捨場・残土処分場 

 

2 各種提出書類 

①再生資源利用実施書の名称が変更になりました 

様式１ 再生資源利用実施書 －建設資材搬入工事用－ －「建設リサイクルガイドライン」、 

「建設リサイクル法第 18 条再資源化報告」、「H30 建設副産物実態調査」対応版－ 

 

 ②再生資源利用計画書・実施書の一部配置が変更になりました 

 「再生資材の名称コード」「再生資材利用量（B）」が「利用量（A）」の右側に配置変更されました。 

 

 ③建設発生土の再生資源利用促進率が変更なりました 
再生資源利用促進率から建設発生土有効利用率に変更になりました。 

 
3 その他 

①発注機関コード・住所コードが更新されました 

発注機関コードと、住所コードについて、平成 29 年 4 月 1日現在の機関・住所に更新されました。 

旧発注機関名及び旧住所を選択している場合、データ内に「（旧）××××」と表示されます。 

必要に応じて、新しい発注機関コード・住所コードを選択しなおしてください。 

 


